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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池アセンブリ、アトマイザアセンブリ、及びたばこボトルアセンブリを含み、且つ、
中空状で一体的に形成されたシェルａを有するエアロゾル電子たばこであって、前記電池
アセンブリは前記アトマイザアセンブリと共に前記シェルａ内に位置して互いに接続し、
前記たばこボトルアセンブリは前記アトマイザアセンブリに前記シェル内部で適合するよ
うに、かつ取り外し可能にシェルａの一方の端部に配され、前記シェルａは空気流入口ａ
１を有し、前記アトマイザアセンブリは多孔質部材８１、加熱体、及び電熱棒８２を有す
るアトマイザ８であり、前記多孔質部材８１本体は流通式アトマイジングチャンバー８１
１を有し、このアトマイジングチャンバー８１１の直径よりも小さい直径を有する前記電
熱棒８２を前記アトマイジングチャンバー８１１の内部に配し、且つ前記電熱棒８２と前
記アトマイジングチャンバー８１１の内壁との間には負圧キャビティ８３を形成する空間
を設け、一方、前記多孔質部材８１の一端部は前記たばこボトルアセンブリに適合する
　ことを特徴としたエアロゾル電子たばこ。
【請求項２】
　前記電熱棒８２は円筒８２１を有し、前記加熱体は、前記円筒８２１の壁上に巻きつけ
られた電熱線８２２であり、前記円筒８２１の両端の壁上にはそれぞれマンドリル８２３
が設けられ、前記多孔質部材８１はその一方の端部に半球状で前記たばこボトルアセンブ
リに接合する突出部８１２を有し、前記突出部８１２の側面にアトマイジングチャンバー
８１１につながる流通孔８１３を設けた
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　ことを特徴とした請求項１に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項３】
　前記多孔質部材８１の一方の端部に制限部材が取り外し可能に設けられ、前記制限部材
の本体には前記アトマイジングチャンバー８１１に対応し、孔径が前記アトマイジングチ
ャンバー８１１の内径より小さい絞り孔を設けた
　ことを特徴とした請求項１に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項４】
　前記電熱棒８２は円筒８２１を有し、前記加熱体は導電性セラミックＰＴＣ物質から成
り且つ前記円筒８２１の壁上に設けられており、前記円筒８２１の両端の壁上にはそれぞ
れマンドリル８２３が設けられ、前記多孔質部材８１はその一方の端部に半球状で前記た
ばこボトルアセンブリに接合する突出部８１２を有し、前記突出部８１２の側面に前記ア
トマイジングチャンバー８１１に接続する流通孔８１３を有する
　ことを特徴とした請求項１に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項５】
　電池アセンブリ、アトマイザアセンブリ、及びたばこボトルアセンブリを含み、且つ、
中空状で一体的に形成されたシェルａを有するエアロゾル電子たばこであって、前記電池
アセンブリは前記アトマイザアセンブリと共に前記シェルａ内に位置して互いに接続し、
前記たばこボトルアセンブリはシェル内部で前記アトマイザアセンブリに適合、かつ取り
外し可能にシェルａの一方の端部に配され、前記シェルａは空気流入口ａ１を有し、前記
アトマイザアセンブリは多孔質部材８１、加熱体及び前記多孔質部材81を設けた外枠８２
を有するアトマイザ８であり、前記加熱体は前記多孔質部材８１に巻きつけられた電熱線
８３でありまた前記外枠８２はその上に流通孔８２１を有し、前記多孔質部材８１には前
記流通孔８２１の軸方向側に電熱線８３が巻き付けられ前記多孔質部の一端部は前記たば
こボトルアセンブリに適合する
　ことを特徴としたエアロゾル電子たばこ。
【請求項６】
　前記電池アセンブリは電池及び該電池と接続する作動インジケータ１、電子回路基板４
及び気流センサ５を有し、前記気流センサ５の信号出力部が前記電子回路基板４に接続し
ている
　ことを特徴とした請求項１～５の何れかに記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項７】
　前記シェルａは逆止弁７を有し、前記電池は弾性的に接続された充電プラグ２を備えた
充電式電池３であり、前記充電プラグ２のブレード部２１は前記シェルａの他方の端部か
ら突出している
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項８】
　前記充電プラグ２と充電式電池３との間にバネ６を有し、前記バネは一方の端部で前記
充電式電池３の本体に接し、他方の端部で前記充電プラグ２に接している
　ことを特徴とした請求項７に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項９】
　前記電池は充電口を備えた充電式電池３であり、前記作動インジケータ１は発光ダイオ
ードである
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１０】
　前記気流センサ５が半導体感圧チップキャパシタンスセンサ、又はインダクタンスセン
サである
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１１】
　前記電子回路基板４が電子スイッチ回路を有する
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
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【請求項１２】
　前記気流センサ５はシリカゲル波形メンブレン５３を有し、前記シリカゲル波形メンブ
レン５３はリードリレー５２を備えた磁性鋼５４と一方の端部で接続し、前記リードリレ
ー５２の両端はリレー電極５１にそれぞれ対応する
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１３】
　前記気流センサ５はシリカゲル波形メンブレン５３を有し、前記シリカゲル波形メンブ
レン５３は一方の端部でホール素子５２か磁気ダイオード、又は磁気三極管を備えた磁性
鋼５４に接続している
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１４】
　前記多孔質部材８１は、発泡ニッケル、ステンレス製繊維フェルト、高分子ポリマー発
泡体、又は発泡セラミックスから成る
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１５】
　前記電熱線は、白金線、ニッケルクロム合金線、又は希土類元素を含む鉄クロム合金線
より成るか、又はフレークとされている
　ことを特徴とした請求項２又は５に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１６】
　前記たばこボトルアセンブリは、中空状のたばこホルダーシェルｂ及びシェルｂ内部の
液体収容有孔部材９を有し、前記たばこホルダーシェルｂの一方の端部は前記シェルａに
差し込まれ、前記たばこホルダーシェルｂの外周面には内部通気溝ｂ２を有し、前記たば
こホルダーシェルｂの一端面上に内側に延びる空気路ｂ１を設ける
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１７】
　前記空気路ｂ１は前記たばこホルダーシェルｂの一端面の中心に位置する
　ことを特徴とした請求項１６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１８】
　前記多孔質部材８１の一端は、前記液体収容有孔部材９の一端面に対して配置され、液
体収容有孔部材９と接触する
　ことを特徴とした請求項１６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項１９】
　前記液体収容有孔部材９は、ＰＬＡ繊維、テリレーン繊維、又はナイロン繊維等の材料
より成る
　ことを特徴とした請求項１６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２０】
　前記液体収容有孔部材９は、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン及びポリカーボネイトを
用いたプラスティック発泡成型又は、プラスティック射出により製造された多層膜厚板コ
ラムである
　ことを特徴とした請求項１６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２１】
　前記エアロゾル電子たばこ５が充電装置に内蔵され、前記電池が充電式電池３３である
　ことを特徴とした請求項６に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２２】
　前記充電装置は、補助充電蓄電池３２を内蔵し、前記電子たばこ３５を保持するケース
３１及び電子たばこ３５に埋込まれた充電式電池用の充電器３３と、を有し、
　前記補助充電蓄電池３２の電源入力部と前記充電器３３の電源入力部は、それぞれ電源
に接続している
　ことを特徴とした請求項２１に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２３】
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　前記ケース３１が、予備液補給ボトル３４を内蔵する
　ことを特徴とした請求項２２に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２４】
　前記補助充電蓄電池３２の前記電源出力部が、前記充電器３３の前記電源入力部に接続
している
　ことを特徴とした請求項２２に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２５】
　前記充電器３３の前記電源出力部は、前記電子たばこ内の充電式電池の充電プラグに適
合する充電口３１又は前記充電式電池の充電口に適合する充電プラグである
　ことを特徴とした請求項２２に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２６】
　前記充電器３３が定電圧且つ定電流の充電器である
　ことを特徴とした請求項２５に記載のエアロゾル電子たばこ。
【請求項２７】
　前記ケース３１の本体上に、前記電子たばこの位置に対応する一対のスライド用の溝１
２が設けられ、このスライド用の溝１２上にスライドカバー１１が設置されている
　ことを特徴とした請求項２２に記載のエアロゾル電子たばこ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、電子たばこに関するものであり、特に、タールを含有せず、ニコチンだけ含有
するエアロゾル電子たばこに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　「喫煙は健康を害する」ことが一般常識になった今日においても、１０億人もの人々が
たばこを吸い、いまだその数は上がる一方である。世界保健機構（WHO）が、２００３年
３月１日に初の国際的なたばこ禁止例であるたばこ規制枠組み条約を発行し、そのWHOの
データによると、毎年４９０万人もの人々の死因が喫煙に因るものである。喫煙は重篤な
呼吸器系疾病や癌を引き起こすが、喫煙者を完全に禁煙させることは困難である。
【０００３】
　ニコチンはたばこの有効成分であり、たばこが燃えると多量のタール噴霧を生成する。
タール噴霧は肺胞に達し、その後素早く血液中に取り込まれる。そのため、ニコチンは中
枢神経系の受容体に作用し、興奮剤のような陶酔感を喫煙者にもたらし、また目眩やふら
つきをも感じさせる。
【０００４】
　ニコチンは、小分子アルカロイドであり、低容量においては、基本的に人体に無害であ
り、また、ニコチンの半減期は血液中において大変短い。タールはたばこの主な有害物質
である。たばこタールは数千もの成分から成り、その多数は発癌性物質である。そして、
非喫煙者にとって、受動喫煙はさらに有害であることが現在明らかにされている。
【０００５】
　有害なタールを含有せず、ニコチンだけ含有するたばこの代用品を求めて、多くの発明
者たちが、比較的純粋なニコチンを使用して、「たばこパッチ」や「ニコチンうがい薬」
、「推進剤により高圧タンクに詰められたエアロゾル」、「ニコチンガム」、「ニコチン
飲料」といった製品を作り出してきた。これらの製品は、タールほど有害ではないが大変
ゆっくりと吸収され、その結果、ニコチンの最高濃度が血液中に効果的に現れず喫煙者は
十分に満足することができない。また、「煙を吸う」という習慣を喫煙者は奪われること
になる。従って、前記代替製品は、実質上のたばこの代替品や禁煙を補助する製品に成り
得ていない。
【０００６】
　現在市場で入手可能な電子たばこは、上記問題を解消するかもしれないが、構造が複雑
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である。それらのたばこ本体は大まかに３つに分けられ、使用前にプラグ接続またはねじ
止め接続を行わなければならず、また、電池を頻繁に交換しなければならないことから不
便である。さらに、上記電子たばこは理想的なエアロゾル効果をもたらさない上霧化効率
も高くない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前述の問題を解決するものであって、たばこの代わりになり、喫煙者の禁煙
を補助するエアロゾル電子たばこを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、電池アセンブリ、アトマイザアセンブリ、及び
たばこボトルアセンブリを有し、中空を有し一体的に形成されるシェルを有したエアロゾ
ル電子たばこである。前記電池アセンブリは、前記アトマイザアセンブリと結合し、両者
はシェル内に設けられている。前記たばこボトルアセンブリは、シェルの一方の端部に位
置し、取り外し可能であり、前記アトマイザアセンブリに適合する。シェルには空気流入
口が設けられている。
【０００９】
　また、本発明は、電池を有する前記電池アセンブリと、前記電池に接続されている作動
インジケータ、電子回路基板、及び気流センサを有し、前記気流センサの信号出力部が前
記電子回路基板に接続されていることを特徴とするものである。
【００１０】
　また、本発明は逆止弁を有し、前記電池は充電式電池であって弾性的に接続された充電
プラグを有し、前記プラグのブレード部は前記シェルの他方の端部から突出している。
【００１１】
　前記充電プラグ及び充電式電池の間にはバネが設けられ、バネの一方の端部は前記充電
式電池の本体に接続され、他方の端部は前記充電プラグに接続されている。
【００１２】
　前記電池は充電口を備える充電式電池であり、前記作動インジケータは発光ダイオード
である。
【００１３】
　他の形態において、前記気流センサを、半導体感圧チップキャパシタンスセンサ、又は
インダクタンスセンサとしてもよい。
【００１４】
　前記電子回路基板は、電子スイッチ回路を有する。
【００１５】
　前記気流センサは、シリカゲル波形メンブレンを有し、シリカゲル波形メンブレンは、
その一端にリードリレーを備えた磁性鋼と接続している。前記リードリレーの両端部は、
リレー電極に対応する。
【００１６】
　また、前記気流センサは、シリカゲル波形メンブレンを有し、このシリカゲル波形メン
ブレンはその一端にホール素子又は磁気ダイオード又は磁気三極管を備えた磁性鋼に接続
されている。
【００１７】
　前記アトマイザアセンブリは、多孔質部材及び加熱体を有するアトマイザである。
【００１８】
　前記アトマイザは、さらに電熱棒を有する。前記多孔質部材の本体は、流通式アトマイ
ジングチャンバーを有し、前記電熱棒の直径は、前記アトマイジングチャンバーの直径よ
り小さい。前記電熱棒は前記アトマイジングチャンバー内に位置し、前記電熱棒とアトマ
イジングチャンバーの内壁の間には空間を設け、その空間は負圧キャビティを形成する。
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前記多孔質部材の一方の端部は、前記たばこボトルアセンブリに接合する。
【００１９】
　前記電熱棒は円筒を有し、前記加熱体は前記円筒壁に巻きつけられた電熱線である。前
記多孔質部材は、一方の端部に突出部を有し、前記突出部は、前記たばこボトルアセンブ
リに接合する。また、前記突出部は半球体であり、その側面には、前記アトマイジングチ
ャンバーに接続している流通孔が位置する。
【００２０】
　前記電熱棒は円筒を有し、前記加熱体は導電性セラミックＰＴＣ物質から成る。前記加
熱体は、前記円筒壁に設置され、前記円筒の両端壁には各々マンドリルが配置されている
。前記多孔質部材は一方の端部に突出部を有し、前記突出部は前記たばこボトルアセンブ
リに接合する。また、前記突出部は半球体であり、その側面には前記アトマイジングチャ
ンバーに接続する流通孔が位置する。
【００２１】
　前記加熱体は、電熱線であり、前記アトマイザアセンブリは外枠を有し、前記多孔質部
材は前記外枠上に設置されている。前記多孔質部材には電熱線が巻きつけられており、前
記外枠は流通孔を有する。前記多孔質部材には前記流通孔の軸方向側の部分に電熱線が巻
きつけられており、その多孔質部材の一方の端部は前記たばこボトルアセンブリに適合す
る。
【００２２】
　前記多孔質部材は、発泡ニッケル、ステンレス製繊維フェルト、高分子ポリマー発泡体
、又は、発泡セラミックスから成る。
【００２３】
　前記電熱線は、白金線、ニッケルクロム合金線、又は希土類元素を含む鉄クロム合金線
から成るか、又は、フレークとされている。
【００２４】
　取り外し可能な制限部材は、前記多孔質部材の一方の端部に設けられており、前記制限
部材の本体上には絞り孔があり、前記絞り孔は前記アトマイジングチャンバーに対応する
。前記絞り孔の孔径はアトマイジングチャンバーの内径より小さい。
【００２５】
　前記たばこボトルアセンブリは、中空のたばこホルダーシェルと、前記たばこホルダー
シェル内の液体収容有孔部材を含む。前記たばこホルダーシェルの一端は前記シェルに差
し込まれ、前記たばこホルダーシェルの外周面には内部通気溝が設けられている。前記た
ばこホルダーシェルの一端面上には、内側に延びる空気路が設けられている。
【００２６】
　前記空気路は前記たばこホルダーシェルの一端の表面中央に位置する。
【００２７】
　前記多孔質部材の一方の端部は、前記液体収容有孔部材の一端の表面に対して配置され
、前記液体収容有孔部材に接触している。
【００２８】
　前記液体収容有孔部材は、ＰＬＡ繊維、テリレーン繊維、又はナイロン繊維といった材
料から成る。
【００２９】
　前記液体収容有孔部材は、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン、ポリカーボネートを用い
たプラスティック射出により製造されたプラスティック発泡成型、又は、多層膜厚板コラ
ムである。
【００３０】
　前記電子たばこは充電装置内に設けられる。
【００３１】
　前記充電装置は、補助充電蓄電池を内蔵するケースを有し、電子たばこと、電子たばこ
内に埋め込まれた充電式電池用の充電器とを電源回路と共に内蔵する。前記補助充電蓄電
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池と充電器の電源入力部は、電源回路にそれぞれ接続されている。
【００３２】
　前記ケースは、予備液補給ボトルを有する。
【００３３】
　前記補助充電蓄電池の電源出力部は、前記充電器の電源入力部と接続されている。
【００３４】
　前記充電器の電源出力部は、前記電子たばこに内蔵された充電式電池の充電プラグに適
合する充電口、又は充電式電池の充電口に適合する充電プラグである。
【００３５】
　前記充電器は、定電圧且つ定電流充電器である。
【００３６】
　前記シェルの本体には前記電子たばこの位置に対応する一対のスライド用の溝が設けら
れており、そのスライド用の溝上にはスライドカバーが設置されている。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明は、以下の利点をもたらす。
１．　本発明においては、たばこボトルアセンブリの液体収容有孔部材はニコチン液のみ
格納し、たばこタールを含まないことで、喫煙による発癌危険度を顕著に減らすものであ
る。同時に、喫煙者は、今まで通り喫煙の感覚や興奮を楽しむことができるし、点火の必
要がないことから火災の心配もない。
２．　本発明によれば、電池アセンブリとアトマイザアセンブリが、シェル内に直接設置
されており、たばこボトルアセンブリと接続されている。すなわち、それら二つの部品は
一箇所で接続され、大変単純な構造になっている。使用や交換には、たばこ容器をシェル
に差し込むだけでよく非常に利便性が高くなっている。たばこボトルアセンブリのニコチ
ン液を使い切った場合やたばこボトルアセンブリが破損して交換が必要となった場合、そ
の操作は大変簡単である。
３．　本発明においては、電池アセンブリ内の充電式電池には充電プラグが設けられてい
て、そのブレード部はシェルから突出している。電子たばこに内蔵された充電式電池が切
れた場合、充電のために充電器にプラグを直接差し込めば良く、充電式電池を取り出す必
要がないために、大変簡単に使用することができる。
４．　本発明においては、充電装置は充電器及び補助充電蓄電池を有する。電子たばこは
、使用されていない際、充電器の内部に置かれるが、その後充電装置が通電されると電子
たばこの充電とともに補助充電蓄電池の充電もなされる。充電装置用の電源が利用可能で
ない場合、補助充電蓄電池を電子たばこの充電に用いることが可能である。そのため、電
子たばこは、場所を問わず充電可能で、仕事や観光旅行時の使用に大変適している。さら
に、充電装置は、仕事や観光旅行時用の予備のニコチン液が入った予備液補給ボトルを含
む。
５．　本発明においては、たばこボトルアセンブリのシェルの一方の端部に、内側に延び
る空気路が設けられている。電子たばこは、霧を生成し、その霧はシェルに流れ、そこで
微細な液滴が生成される。その微細な液滴は、より大きい液滴へと凝集され、空気路の外
壁を伝ってたばこボトルアセンブリのシェルのキャビティに落ち、喫煙者がその液滴を空
気路から吸入することがない。
６．　さらに、液体格納部に僅かな変更を加えることで、本発明に係わる装置一式及びそ
の接続構造に、肺へ送るための薬を装填することもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　図面に基づいて、本発明を更に以下のように説明する。
【００３９】
　図１～１０に示されるように、本発明は、エアロゾル電子たばこを提供するもので、エ
アロゾル電子たばこは、電池アセンブリ、アトマイザアセンブリ、及びたばこボトルアセ
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ンブリを含み、さらに中空で一体的に形成されるシェルａを有する。電池アセンブリはア
トマイザアセンブリに接続され共にシェル内に位置する。たばこボトルアセンブリはシェ
ルの一方の端部に取り外し可能に設けられている。たばこボトルアセンブリは、アトマイ
ザアセンブリに接合し、シェルには空気流入口ａ１が設けられている。
【００４０】
　この特定の実施形態において、電池アセンブリは電池を含み、且つ、前記電池に接続さ
れる、作動インジケータ１、電子回路基板４、及び気流センサ５を有し、さらに、逆止弁
７を有する。気流センサ５の信号出力部は、前記電子回路基板４に接続される。電池は充
電式電池３であり、充電式電池３は充電可能なリチウムイオンポリマー電池、又は充電可
能なリチウムイオン電池のいずれかとすることもできる。他の形態において、前記気流セ
ンサ５を、半導体感圧チップキャパシタンスセンサ、又はインダクタンスセンサとしても
よい。充電式電池３は、弾性的に接続された充電プラグ２を有する。充電プラグ２のブレ
ード部２１は、シェルａの他方の端部から突出している。充電プラグ２と充電式電池３と
の間には、バネ６が設けられ、その一端は充電式電池３の本体に接しており、他方の端は
充電プラグ２に接して弾性的な構造を形成する。こうすることにより、充電のためにプラ
グを差し込む際の充電プラグ２への衝撃を緩衝し、それにより充電式電池を損傷から保護
する。また、本実施形態における充電式電池３は、充電スロットを有し、その充電スロッ
トは充電機能を果たし、充電式電池３を損傷から保護するような充電プラグ２の構造に代
わるものである。前記作動インジケータ１は、発光ダイオードである。本実施形態におい
ては、２つの発光ダイオードがある。電子回路基板４は、電子スイッチ回路を有し、電子
スイッチ回路は、充電式電池３がアトマイザ８内の電熱棒８２だけでなく発光ダイオード
にも通電を行うように、入力信号によって電子回路を制御する。
【００４１】
　図１、２に示されるように、気流センサ５は、シリカゲル波形メンブレン５３を有し、
このシリカゲル波形メンブレン５３は、その一端にリードリレー５２を備えた磁性鋼５４
が接続され、前記リードリレー５２の両端は、リレー電極５１にそれぞれ対応する。
【００４２】
　図５～８に示されるように、前記アトマイザアセンブリはアトマイザ８であり、アトマ
イザ８は多孔質部材８１及び電熱棒８２を有する。多孔質部材８１の本体は、流通式アト
マイジングチャンバー８１１を備える。電熱棒８２の直径は、アトマイジングチャンバー
８１１の直径より小さい。電熱棒８２は、アトマイジングチャンバー８１１内に位置し、
電熱棒８２とアトマイジングチャンバー８１１の内壁の間には、負圧キャビティ８３を形
成する空間がある。前記多孔質部材８１の一方の端部は、前記たばこボトルアセンブリに
接合し、図５、７及び８に示されるように、多孔質部材８１の他方の端部は、たばこボト
ルアセンブリに接合する突出部８１２を有する。突出部８１２は突出半球状であり、その
側面にはアトマイジングチャンバー８１１に接続する流通孔８１３を有する。また、突出
部８１２は、テーパー、長方形、又は他の形状をとることも可能である。多孔質部材８１
は、発泡ニッケル、ステンレス製繊維フェルト、高分子ポリマー発泡体、又は発泡セラミ
ックスから成り、液体吸収及び拡散、たばこボトルアセンブリに格納される液体の吸収能
力に大変富んでいる。
【００４３】
　図６に示されるように、電熱棒８２は、円筒８２１を有する。電熱線８２２は、円筒８
２１の円筒壁に巻き付けられており、円筒８２１の両端壁には、多孔質部材８１のアトマ
イジングチャンバー８１１の内壁に接するようにマンドリル８２３が各々設けられている
。電熱棒とアトマイジングチャンバー８１１の内壁との間には負圧キャビティ８３が位置
する。
【００４４】
　電熱線は、白金線、ニッケルクロム合金線、又は希土類元素を含む鉄クロム合金線から
成るか、又はフレークとされている。他の形態では、電熱棒８２は、電熱線の代わりに、
外壁上に導電性セラミックＰＴＣ物質から成る加熱層を有するようにしてもよい。
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【００４５】
　本実施形態では、電池アセンブリとアトマイザアセンブリは相互に接続されてから、一
体的に形成されるシェルａ内に一続きの部分として設置されている。充電式電池３は電池
を頻繁に交換する必要がなく、使用者は、たばこボトルアセンブリをシェルの開口端に差
し込むだけで良く、簡単に使用及び電池交換ができる。
【００４６】
　図３及び４に示されるように、たばこボトルアセンブリは中空のたばこホルダーシェル
ｂと、シェルｂ内に液体収容有孔部材９を有する。液体収容有孔部材９は、ＰＬＡ繊維、
テリレーン繊維、またはナイロン繊維といった液体格納に適した材料から成る。他の形態
では、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン、及びポリカーボネートを用いたプラスティック
射出により製造されたプラスティック発泡成型か多層膜厚板コラムとしてもよい。たばこ
ホルダーシェルｂの一方の端部はシェルａに差し込まれ、前記たばこホルダーシェルｂの
外周面には内部通気溝ｂ２が設けられている。たばこホルダーシェルｂの他方の端部の表
面には、内側に延びる空気路ｂ１があり、空気路ｂ１はシェルｂの一方の端部の表面の中
央に位置する。
【００４７】
　図１～９に示されるように、多孔質部材８１の一方の端部は、前記液体収容有孔部材９
の一端面に対して設けられ、液体収容有孔部材９と接触している。多孔質部材８１は、液
体収容有孔部材９からたばこ液を吸収する。喫煙者がたばこを吸う際、たばこホルダーシ
ェルｂのキャビティは負圧状態にあり、シェルｂ内で気流センサ５の一方の端部が標準圧
キャビティを形成し、その一方で、他方の端部が負圧キャビティを形成する。標準圧キャ
ビティと負圧キャビティ又は高速気流との気圧差により、気流センサ５の磁性鋼５４がリ
レー電極５１と接触するようリードリレー５２を駆動することが可能となる。図２０に示
されるように、電子回路が通電され、電子回路基板４上の電子スイッチ回路が通電される
。そして、充電式電池３は、アトマイザ８内の電熱棒８２に通電を開始し、同時に、充電
式電池３により通電される発光ダイオードが発光する。空気が空気流入口ａ１を通って標
準圧キャビティに入り、気流センサ５内の空気流通路を経て逆止弁７を通過し、アトマイ
ザ８内の負圧キャビティ８３に流れ込む。負圧キャビティ８３は外部と比べて負圧をもた
らすので、空気流がその内部に流入し、多孔質部材８１のたばこ液を微細な液滴状態で負
圧キャビティ８３内へと噴霧する。その間、電子回路基板４の制御により電熱棒８２は、
微細な液滴を加熱して霧化させるために、充電式電池３により通電される。霧化後、大径
の液滴は、渦の作用により多孔質部材８１に再度吸収され、一方、小径の微細な液滴は、
空気流内に浮遊してガソロイドを形成し、ガソロイドは負圧キャビティ８３と流通孔８１
３を通じて排出され、たばこボトルアセンブリのたばこホルダーシェルｂへと流れ込み、
空気路ｂ１に吸収される。ガソロイドがたばこホルダーシェルｂに入る際、複数の微小な
液滴は大きい液滴へと凝縮され、空気路ｂ１に吸収されることなく、たばこホルダーシェ
ルｂと空気路ｂ１との間の空間に流れ落ちる。たばこボトルアセンブリの液体収容有孔部
材９及びアトマイザ８の多孔質部材８１は、互いに接続されて液体供給用の毛細含浸が生
じる。
【００４８】
　本発明の装置一式及びその接続構造に、肺に送るための薬を装填してもよい。
【００４９】
　図２２、２３及び２４に示されるように、電子たばこ５は充電装置内に設けられ、充電
装置はケース１を有し、ケース１は補助充電蓄電池２を内蔵するとともに、電子たばこ５
と、電子たばこ５内に埋め込まれた充電式電池用の充電器３とを、電源回路と共に有する
。補助充電蓄電池２と充電器３の電源入力部は、それぞれ電源と接続されている。本実施
形態における充電器３は、定電圧且つ定電流の充電器で、ＧＹ５２１０充電器、又は他の
定電圧且つ定電流充電器とすることも可能である。ケース１は、予備液補給ボトル４を内
蔵し、補助充電蓄電池２の電源出力部は、充電器３の電源入力部と接続されている。充電
器３の電源出力部は、電子たばこ内の充電式電池の充電プラグに適合する充電口３１、又
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は充電式電池の充電口に適合する充電プラグである。
【００５０】
　図２３及び２４に示されるように、前記シェル１の本体には、前記電子たばこの位置に
対応する一対のスライド用の溝１２が設けられ、そのスライド用の溝上にはスライドカバ
ー１１が設置されている。
【００５１】
　本出願の第２の好適実施形態では、取り外し可能な制限部材１０が、前記多孔質部材８
１の一方の端部上に設けられている。制限部材１０の本体上にはアトマイジングチャンバ
ー８１１に対応する絞り孔１０１が設けられている。絞り孔の孔径は、気流容量制限のた
めに、多孔質部材８１上に設置された制限部材１０のサイズ変更の程度を限度に、アトマ
イジングチャンバー８１１の内径よりも小さくなっている。異なる用途において、それぞ
れ異なる大きさや内径の制限部材を使用することもできる。
【００５２】
　本出願の第３の好適実施形態では、図１１と１２に示されるように、たばこシェルｂの
外周壁には、等間隔に配置された突出リブｂ２が存在する。液体収容有孔部材９は、たば
こホルダーシェルｂに入りこみ、突出リブｂ２に対して設けられている。従って、液体収
容有孔部材９の外周面とシェルｂとの内壁の間には空間が存在し、その空間はシェルａと
たばこホルダーシェルｂの接続のために存在する。使用者が喫煙する際、空気路ｂ１から
空気が吸い込まれ、シェルａ内に気流を引き起こすことで気流センサ５を発動させ、その
結果電子たばこが始動する。また、アトマイザ８はたばこ液を霧化させてガス気流を生成
し、このガス気流はたばこホルダーシェルｂに入る。
【００５３】
　本出願の第４の好適実施形態において、図１３、１４、１５及び１６に示されるように
、円筒８２１の一方の端部上には、外周壁に分割保持部８４１を有する固定板８４が設け
られている。分割保持部８４１の外端は、シェルａの内壁に接するように設けられ、その
ため、固定板８４に連結する円筒８２１は、シェルａのキャビティ内に支持されている。
固定板８４の表面には、マンドリル８４２がその前端を多孔質部材８１の一方の端部に接
して設けられ、固定板８４が多孔質部材８１のアトマイジングチャンバー８１１から隔離
されるようになっている。その結果、アトマイジングチャンバー８１１の一方の端部の流
通孔が閉鎖されることはなく、アトマイジングチャンバー８１１内で生成された噴霧が拡
散可能となる。多孔質部材８１の一方の端部は、アトマイジングチャンバー８１１の排気
口に二つの突出部８１２を有する。これら二つの突出部８１２は、その間に空間があり、
液体収容有孔部材９に接して設けられている。
【００５４】
　本出願の第５の好適実施形態においては、図１７及び１８に示されるように、アトマイ
ザアセンブリは、外枠８２を有するアトマイザ８であり、多孔質部材８１は外枠８２上に
設置され、この多孔質部材８１には電熱線８３が巻き付けられている。流通孔８２１が、
外枠８２に設けられ、多孔質部材８１には、流通孔８２１の軸方向側に電熱線８３が巻き
付けられている。多孔質部材８１の一端は、たばこボトルアセンブリに接合している。多
孔質部材８１は、発泡ニッケル、ステンレス製繊維フェルト、高分子ポリマー発泡体、又
は、発泡セラミックスから成る。
【００５５】
　本出願の第６の好適実施形態において、図１９に示されるように、気流センサ５はシリ
カゲル波形メンブレン５３を有し、その一端においてホール素子５２又は磁気ダイオード
又は磁気三極管を備えた磁性鋼５４に接続されている。図２１は、この解決策における電
子たばこの電子回路を示す。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の電子たばこの側断面図である。
【図２】本発明の電子たばこのたばこボトルアセンブリから分離されたシェルａの断面図
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であり、シェルａに取り外し可能で取り付けられたたばこボトルアセンブリの構造を示し
ている。
【図３】本発明のたばこボトルアセンブリの軸構造図であり、たばこホルダーシェルの外
周面上の通気溝を示している。
【図４】本発明のたばこボトルアセンブリの側断面図であり、空気路の構造を示している
。
【図５】本発明のアトマイザの多孔質部材の側断面図であり、アトマイジングチャンバー
及び突出した半球構造を示している。
【図６】本発明のアトマイザの電熱棒の構造図である。
【図７】本発明のアトマイザの側断面図であり、電熱棒と多孔質部材の位置及び接続関係
を示している。
【図８】本発明のアトマイザの立体構造図であり、電熱棒と多孔質部材の位置及び接続関
係を示している。
【図９】本発明の逆止弁７の断面図である。
【図１０】本発明の第２の好適実施形態における制限部材の正面断面図であり、制限部材
の構造を示している。
【図１１】本発明の第３の好適実施形態におけるたばこボトルアセンブリの軸構造図であ
る。
【図１２】図１１のＡ-Ａ線断面図である。
【図１３】本発明の第４の好適実施形態におけるアトマイザの電熱棒の構造図である。
【図１４】本発明の第４の好適実施形態におけるアトマイザの多孔質部材の断面図である
。
【図１５】図１４の軸構造図である。
【図１６】本発明の第４の好適実施形態におけるアトマイザの側断面図であり、電熱棒と
多孔質部材の位置及び接続関係を示している。
【図１７】本発明の第５の好適実施形態におけるアトマイザの軸構造図である。
【図１８】本発明の第５の好適実施形態におけるアトマイザの側断面図である。
【図１９】本発明の第６の好適実施形態における電子たばこの側断面図であり、ホール素
子対応の気流センサの構造を示している。
【図２０】リードリレー構造対応の気流センサと、本発明の電子たばこの電気回路図であ
る。
【図２１】ホール素子対応の気流センサを備えた本発明の電子たばこの電気回路図である
。
【図２２】本発明の充電装置の立体構造図であり、各種内部部品の位置及び接続関係を示
している。
【図２３】本発明の充電装置の側断面図であり、スライド用の溝及びカバーの構造を示し
ている。
【図２４】本発明の充電装置の正面構造図であり、スライドカバーの構造を示している。
【符号の説明】
【００５７】
　１・・作動インジケータ、１・・ケース、２・・充電プラグ、２・・補助充電蓄電池、
２１・・ブレード部、３・・充電式電池、３・・充電器、３１・・充電口、４・・電子回
路基板、４・・予備液補給ボトル、５・・気流センサ、５・・電子たばこ、５１・・リレ
ー電極、５２・・リードリレー、５３・・シリカゲル波形メンブレン、６・・バネ、７・
・逆止弁、８・・アトマイザ、８１・・多孔質部材、８１１・・アトマイジングチャンバ
ー、８１２・・突出部、８１３・・流通孔、８２・・外枠、８２１・・円筒、８２２・・
電熱線、８２３・・マンドリル、８３・・負圧キャビティ、８４・・固定板、８４１・・
分割保持部、８４２・・マンドリル、９・・液体収容有効部材、１０・・制限部材、１０
１・・絞り孔、１１・・スライドカバー、１２・・スライド用の溝、ａ・・シェル、ａ１
・・空気流入口、ｂ・・たばこホルダーシェル、ｂ１・・空気路、ｂ２・・内部通気溝、



(12) JP 5103561 B2 2012.12.19

ｂ２・・突出リブ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(13) JP 5103561 B2 2012.12.19

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】



(14) JP 5103561 B2 2012.12.19

【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】



(15) JP 5103561 B2 2012.12.19

10

フロントページの続き

    審査官  杉山　豊博

(56)参考文献  特開２００７－５３２１１８（ＪＰ，Ａ）
              特許第３３９２１３８（ＪＰ，Ｂ２）
              特許第３３２５０２８（ＪＰ，Ｂ２）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A24F  47/00
              A61M  15/06
              WPI


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

